再任審査に関する記載事項
１．再任個人評価資料の様式は次のとおりとする。
① 用紙は、Ａ４版とする。
② 表紙を第１ページとし、中央揃えで冒頭に再任個人評価資料と記載し、審査を受ける大学教育職員名（姓名の間を１文字あける）並びに作成年月日を記載する。
③　第２ページ以降については、履歴及び評価項目を記載する。
④　履歴（分野名、任用期間、職名、氏名、生年月日（年齢）、学歴、職歴、資格、表彰等）及び評項目ごとに改頁を行い、冒頭に評価項目名を記載し、１行あけたのちに本文を記載する。
⑤ 審査対象期間に学位取得、その他本務に関する資格等を取得した場合は、名称及び取得年月日を記載する。
⑥ 表彰欄については、学会賞その他の褒賞を受けた場合は、年月と褒賞名（褒賞団体名）と表彰を受けた経緯を簡潔に記載する。
２．評価項目
◎教育面における業績
・審査対象期間に大学院生及び学部学生に対して行った授業科目名、講義形態（実験・実習を含む）、総時間数、担当時間数、休講回数を年度毎に記載する。また、授業内容の工夫等を具体的に記載する。
・審査対象期間に非常勤講師を行った場合は、大学名、講義名、総時間数、勤務形態を年度毎に記載する。
◎研究面における業績
・審査対象期間における研究活動の概要を記載する。
・発表した研究論文は、全著者名（本人の氏名に下線を引くこと）、題目、掲載雑誌名、巻、頁（掲載された最初と最後の頁）、出版年、論文要旨(300字程度）、分担内容を記載する（印刷中の研究論文を含む）。
・学会等の学術集会で発表した全発表者名（本人の氏名に下線を引くこと）、演題、学会等名称、開催年月日、発表要旨、分担内容を記載する（演題受付済みの発表予定のものを含む）。なお，国際学会は開催国及び開催都市名を加える。
・在外研究員又は内地研究員に採択された場合は、研究課題、期間、派遣先等を記載する。
・業績の最後に業績のまとめとして、「・著書：筆頭者数/総数　編、論文：筆頭者数/総数　編、その他（商業誌・プロシーディングなど）：筆頭者数/総数　編、学会発表　国際学会：筆頭者数/総数　件、国内学会：筆頭者数/総数　件」を記載する。
◎科学研究費等の申請及び採択状況に関する事項
・審査対象期間に申請した研究費（助成金）等がある場合は、研究代表者か研究分担者、申請機関、名称、研究題目、申請時期、金額並びに採択状況を記載する。
◎学科、専攻、分野等の運営及び社会活動に関する事項
・審査対象期間に学科、専攻、分野内の業務で特記すべき事項があれば、内容及び成果等を記載する。
   　・各種委員会（全学、学部、学科、専攻内、ＷＧ）の委員となった委員会名及び期間を記載する。
    ・公開講座、出前講義及び国際貢献等について、期間、題目、成果等を記載する。
    ・学会活動は、所属学会、名称、期間及び活動内容を記載する。
　　 　また、学会役員、学術誌の編集委員等を兼務した場合はその活動内容も記載する。
◎資格その他
・審査対象期間に教育・研究に関連する資格等を取得した場合は記載する。
◎服務、倫理に関する事項
・審査対象期間に兼職・兼業（非常勤講師は除く）がある場合は、依頼先、期間、勤務態様、報酬の有無等を記載する。
・審査対象期間に休職（研究・病気・育児休業等）及び長期にわたる休暇（病気・介護休暇等）があれば、期間及び事由を記載する。
◎その他
 ・再任審査に伴い、上記項目以外に特記すべき事項等があれば記載する。
「記　載　例」
再任個人評価資料
○　○　　○　○
令和○○年○○月○○日作成
履　　歴　　書
分 野 名：山口大学大学院医学系研究科保健学系学域○○分野
任用期間：平成○○年○○月○○日　～　令和○○年○○月○○日
職　　　名：教育職員（助教等）
氏　　　名：○　　○　　○　　○     　 印
生年月日：昭和○○年○○月○○日（○○才）
学　　歴
	○○年　○○月
	○　　○高等学校卒業

	○○年　○○月
	○　　○医療技術短期大学部入学

	○○年　○○月
	同上卒業

	○○年　○○月
	○　　○大学○○学部○○学科入学

	○○年　○○月
	同上卒業


職　　歴
	○○年　○○月
	○　　○短期大学非常勤講師

	○○年　○○月
	○　　○大学○○学部附属病院○○勤務

	○○年　○○月
	○　　○大学医療技術短期大学助手

	○○年　○○月
	山口大学助教医学部

	
	現在に至る


資　　格
	○○年　○○月 ○○日
	○　○　学士（○○大学）

	○○年　○○月 ○○日
	○　○　修士（○○大学）

	○○年　○○月 ○○日
	○　○　博士（○○大学）


表　　彰
○○年　○○月　　　○　○学会　○　○賞
「内容を簡潔に記入」
◎教育面における業績
	平成○○年度
	
	
	
	

	授業科目名
	講義形態
	総時間数
	担当時間数
	休講回数

	○　○　学
	講　義
	３０
	４
	０

	○　○　実習
	実　習
	９０
	９０
	０

	○　○　演習
	演　習
	４５
	４５
	０


	平成○○年度
	
	
	
	

	授業科目名
	講義形態
	総時間数
	担当時間数
	休講回数

	○　○　学
	講　義
	３０
	４
	０

	○　○　実習
	実　習
	９０
	９０
	０

	○　○　演習
	演　習
	４５
	４５
	０


	平成○○年度
	
	
	
	

	業科目名
	講義形態
	総時間数
	担当時間数
	休講回数

	○　○　学
	講　義
	３０
	４
	０

	○　○　実習
	実　習
	９０
	９０
	０

	○　○　演習
	演　習
	４５
	４５
	０


	平成○○年度
	
	
	
	

	授業科目名
	講義形態
	総時間数
	担当時間数
	休講回数

	○　○　学
	講　義
	３０
	４
	０

	○　○　実習
	実　習
	９０
	９０
	０

	○　○　演習
	演　習
	４５
	４５
	０


	令和○○年度
	
	
	
	

	授業科目名
	講義形態
	総時間数
	担当時間数
	休講回数

	○　○　学
	講　義
	３０
	４
	０

	○　○　実習
	実　習
	９０
	９０
	０

	○　○　演習
	演　習
	４５
	４５
	０


「授業内容の工夫等を具体的に記入」
・非常勤講師
	平成○○年度
	
	
	

	○○県立大学
	基礎看護学
	３０Ｈ
	（週１回：１日２時間）

	平成○○年度
	
	
	

	○○大学
	（共通教育）
	６０Ｈ
	（週１回：１日２時間）


◎研究面における業績（本人の氏名には下線を引くこと）
・業績のまとめ
著書：筆頭者数/総数　編
論文：筆頭者数/総数　編
その他（商業誌・プロシーディングなど）：筆頭者数/総数　編
学会発表
国際学会：筆頭者数/総数　件
国内学会：筆頭者数/総数　件
◎科学研究費等の申請及び採択状況に関する事項
◎学科、専攻、分野等の運営及び社会活動に関する事項
◎資格その他
◎服務、倫理に関する事項
◎その他（特記すべき事項を具体的に）
